
履 歴 書             平成 10 年  7 月 5 日現在 
ふりがな   や ま だ      た ろ う 男・女 

氏名 山田 太郎 

印 

生年月日  昭和 47 年   8 月  7 日生  （満 26 歳） 

ふりがな とうきょうと すぎなみく しもいぐさ 

現住所 
〒 167 - 0022 東京都杉並区下井草〇丁目〇番〇号 

電話など Tel: + 1 –〇〇〇–〇〇〇–〇〇〇〇 Cell:  
E-mail: tarouyamada@upenn.edu 

ふりがな みや ぎ けん き せん ぬま し ふ どう の  さわ 

720-2126 広島県深安郡神辺町徳田 665 (現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入)連絡先 
〒   宮城県気仙沼市不動の沢〇丁目〇番〇号   (実家：平成１３年６ 方 
電話など 

Tel: + 1 –〇〇〇–〇〇〇–〇〇〇〇  Fax:  0 8 4 9 – 6 2 – 0 2 7 2 

年 月 学歴・職歴(各別にまとめて書く) 

  学歴 

昭和  59   3 気仙沼市立九条小学校 卒業 

〃  62   3 気仙沼市立田中前中学校 卒業 

〃  62   4 宮城県立気仙沼高等学校 入学 

平成   2   3 宮城県立気仙沼高等学校 卒業 

〃   2   4 東京技術工科大学建築学科 入学 

〃   6   3 東京技術工科大学建築学科 卒業 

   

  職歴 

平成   6   4 日本建築株式会社 入社 

  建築設計室勤務 

〃  10   6 都合により退社 

  以上

  

  

   

  

   

   

 



年 月 免許・資格 

昭和  60 10 日本商工会議所主催 珠算検定 ３級合格 

平成   3 3 普通自動車一種免許 取得 

 〃   9 10 一級建築士資格試験合格 

   

   

   

得意な科目・分野 
 
大学入学と同時に第二外国語として始めました。言葉を学ぶ

なら将来使える言葉を、と思い、中国語を選択しました。これ

から中国の市場が成長するのは必至で、それに伴う海外企業

の進出と同時に、中国で働ける人材の必要性は高まってくる

はずです。その時に自分も活躍できるようにと思い、今まで二

度の短期留学を含め、三年間勉強してきました。 
 

自覚している性格 

物事を成就するには他の人とは違った工夫と努力が必要と思

っています。自分の友人や同級生の中に他人と違ったすごい

事を成し遂げている人間が現れると、それを超えて自分も何か

大きな事を成し遂げたいという思いが膨らんできます。インタ

ーナショナルスクールへの転校、日本での高校受験、またアメ

リカの大学への留学と、人生の大きな転換を決心してきた際の

動機づけとなっていたものはこの思いです。故に負けん気も人

一倍強いです。 

スポーツ・クラブ活動などの体験から得たもの 
高校では生徒会長、体育際実行委員長、そして学校祭ホーム

ルーム代表、大学ではペン日本クラブのソーシャル・ディレク

ター、ソーシャル・チェアー、そして会長と、数多くのリーダー

役をこなしてきました。そこから学んだものは、リーダーのある

べき姿です。皆をまとめ、一つの方向へ導いていく。それには

的確な方針を示すことに加え、常日頃から築きあげていったメ

ンバーとの密な信頼関係が不可欠でした。 
 
 

特技など 
サッカー、水泳、スキーが特に得意です。また、ヨット、テコンド

ー、野球などもやっていました。昔トランペットを吹いていた事

もあり、最近では手軽に練習のできるハーモニカに凝っていま

す。他に私の得意な事として、文章を書く事が挙げられます。

日常の中で起こった事や思った事、旅先で遭遇した珍事件な

ど、文章にしてメールで友人や家族に送り、皆の反応を楽しん

でいます。 

志望の動機 
 

建築以外に、土木、プラント、橋築などに関する知識、技術を見につけたいと考えています。 

本人希望記入欄(特に給料・職種・勤務時間・勤務地・その他についての希望などがあれば記入)

 
東京勤務希望 

 
 

通勤時間 

   約    時間  50 分 

扶養家族 
(配偶所を除く)

  ０人
 

配偶者 

     有  ・  無 

配偶者の扶養義務 

     有  ・  無 

保護者(本人が未成年の場合のみ記入) 

ふりがな 
氏  名 住  所 〒 

電話など 

 


